
平成 (へいせい)３０年度 (ねんど)第 (だい)５回 (かい)障 (しょう)がい当事者 (とうじしゃ)支援 (しえん)プロジェクト (ぷろじぇくと)　会議録 (かいぎろく)

日時 (にち じ)：平成 (へいせい)３０年 (ねん)１１月 (がつ)２０日 (にち)（水 (みず)）１３：３０～１５：３０
場所 (ば しょ)：三重県 (みえけん)身体 (しんたい)障害者 (しょうがいしゃ)総合 (そうごう)福祉 (ふくし)センター (せんたー)大研修室 (だいけんしゅうしつ)
参加者 (さんか しゃ)：プロジェクトメンバー (ぷろじぇくとめんばー)６名 (めい)、
障 (しょう)がい福祉課 (ふくしか)社会 (しゃかい)参加 (さんか)班 (はん)２名 (めい)、事務局 (じむきょく)２名 (めい)
見 (けん)学者 (がくしゃ)：県立 (けんりつ)かがやき特別 (とくべつ)支援 (しえん)学校 (がっこう)草 (くさ)の実 (み)分校 (ぶんこう)　進路 (しんろ)指導 (しどう)担当 (たんとう)１名 (めい)

１　会議 (かいぎ)の内容 (ないよう)
（１）思 (おも)いの共有 (きょうゆう)
　当事者 (とうじしゃ)支援 (しえん)プロジェクトメンバー (ぷろじぇくとめんばー)それぞれの「私 (わたし)の思 (おも)い」をメンバー (めんばー)の皆 (みんな)で共有 (きょうゆう)しました。
（２）「障 (しょう)がいの有無 (うむ)にかかわらず誰 (だれ)もが共 (とも)に暮 (く)やすい三重県 (みえけん)づくり条例 (じょうれい)」について
　（障 (しょう)がい福祉課 (ふくしか)社会 (しゃかい)参加 (さんか)班 (はん)岡田 (おかだ)さんから、パンフレットをもとに説明 (せつめい)があり、「意見 (いけん)等 (とう)があれば１２月 (がつ)７日 (にち)（金 (きん)）までに、障 (しょう)がい福祉 (ふくし)課 (か)社会 (しゃかい)参加 (さんか)班 (はん)あてに出 (だ)してほしい。」と依頼 (いらい)があった。）

（３）伊賀 (いが)圏 (けん)域 (いき)くらし部会 (ぶかい)との交流会 (こうりゅうかい)について
　①　伊賀 (いが)圏 (けん)域 (いき)くらし部会 (ぶかい)研修 (けんしゅう)会 (かい)について、開催 (かいさい)日 (び)と場所 (ばしょ)、当日 (とうじつ)の内容 (ないよう)を中心 (ちゅうしん)に話 (はな)し合 (あ)いました。また、この日 (ひ)（１１月 (がつ)２０日 (にち)）当事者 (とうじしゃ)支援 (しえん)プロジェクト終了後 (しゅうりょうご)に、伊賀 (いが)圏 (けん)域 (いき)くらし部会 (ぶかい)の人 (ひと)との打 (う)ち合 (あ)わせをするのに、参加 (さんか)できる人 (ひと)を確認 (かくにん)しました。
　②　伊賀 (いが)圏 (けん)域 (いき)くらし部会 (ぶかい)茶話会 (さわかい)について、プロジェクトが希望 (きぼう)する日時 (にちじ)を中心 (ちゅうしん)に話 (はな)し合 (あ)いました。

	○出 (で)た意見 (いけん)

	（１）思 (おも)いの共有 (きょうゆう)
・　先週 (せんしゅう)、イオンモール津 (つ)南 (みなみ)へ行 (い)った。帰 (かえ)り、ＪＲ (じぇいあーる)で帰 (かえ)ろうとしたら階段 (かいだん)だった。上 (のぼ)りは予約 (よやく)で、下 (くだ)りは松阪 (まつさか)まで行 (い)って、降 (お)りられるホームまで戻 (もど)った。高茶屋 (たかちゃや)駅 (えき)のホームは、段差 (だんさ)５０センチくらい。昔 (むかし)の関 (せき)駅 (えき)みたい。段差 (だんさ)がなければ使 (つか)えた。
・　イオンモールは段差 (だんさ)が多 (おお)く、トイレも駐車場 (ちゅうしゃじょう)も少 (すく)ない。ベビーカーを使 (つか)っている人 (ひと)たちも困 (こま)っていた。
・　旅行 (りょこう)で使 (つか)っていた事業所 (じぎょうしょ)が休止 (きゅうし)になった。
・　姉 (あね)が利用 (りよう)していた事業所 (じぎょうしょ)でのトラブルは、市 (し)が間 (あいだ)に入 (はい)っている。心身 (しんしん)ともに疲 (つか)れた。
・　ＡＭＳＲ (えーえむえすあーる)で音声 (おんせい)ドラマの台本 (だいほん)を書 (か)いたら、採用 (さいよう)された。思春期 (ししゅんき)の頃 (ころ)の思 (おも)いを原稿 (げんこう)用紙 (ようし)３枚 (まい)にまとめたもの。
・　初任者 (しょにんしゃ)研修 (けんしゅう)は、とても緊張 (きんちょう)した。（障害者 (しょうがいしゃ)）手帳 (てちょう)の利用 (りよう)方法 (ほうほう)が、よくわからなかった。
・　薬 (くすり)（キューピーコーワゴールド）３５０錠 (じょう)を一気 (いっき)飲 (の)みした。
・　秋 (あき)、風邪 (かぜ)をひくとアレルギーになるが、抗 (こう)アレルギー剤 (ざい)でよくなった。夕方 (ゆうがた)飲 (の)むと、夜 (よる)もよく眠 (ねむ)れる。
・　家族 (かぞく)旅行 (りょこう)で、神戸 (こうべ)ハーバーランドへ行 (い)った。スウィーツがおいしかった。
・　ハーフなどのマラソン大会 (たいかい)に参加 (さんか)。先日 (せんじつ)はフルマラソンに出 (で)た。
・　神戸 (こうべ)マラソンだけは、障 (しょう)がいのことを配慮 (はいりょ)してくれる。手話 (しゅわ)、要約 (ようやく)筆記 (ひっき)など。感動 (かんどう)した。
・　１０月 (がつ)末 (まつ)、ピアスタッフの集 (つど)いに参加 (さんか)した。
・　最近 (さいきん)、ひきこもり気味 (ぎみ)。目 (め)を使 (つか)いすぎ。違 (ちが)う意味 (いみ)でボロボロ。
・　最近 (さいきん)、あちこち出 (で)かけている。昨日 (きのう)は熊本 (くまもと)へ行 (い)っていた。講演 (こうえん)する機会 (きかい)も多 (おお)く、先週 (せんしゅう)金曜日 (きんようび)はマスコミ相手 (あいて)に講演 (こうえん)した。今週 (こんしゅう)末 (まつ)は福井 (ふくい)、１２月 (がつ)１日 (ついたち)から２日 (ふつか)は東京 (とうきょう)へ行 (い)く。
・　昨日 (きのう)、伊賀 (いが)西 (にし)小学校 (しょうがっこう)で話 (はなし)をしてきた。新鮮 (しんせん)な答 (こた)え（障害 (しょうがい)に対 (たい)するダイレクトな質問 (しつもん)）などがよかった。
・　ライブで大阪城 (おおさかじょう)ホールへ行 (い)ってきたが、仕事 (しごと)の電話 (でんわ)で２曲 (きょく)しか聴 (き)くことができなかった。
・　障 (しょう)がい者 (しゃ)席 (せき)だったので、トイレもすぐ入 (はい)れた。
・　今 (いま)は少 (すこ)し落 (お)ち着 (つ)いている。
（２）「障 (しょう)がいの有無 (うむ)にかかわらず誰 (だれ)もが共 (とも)に暮 (く)らしやすい三重県 (みえけん)づくり条例 (じょうれい)」について
・　条例 (じょうれい)について意見 (いけん)を言 (い)うだけの情報 (じょうほう)、知識 (ちしき)がない。条文 (じょうぶん)、逐条 (ちくじょう)解説 (かいせつ)等 (など)の読 (よ)み込 (こ)みができていない。
・　欠席者 (けっせきしゃ)に向 (む)けても、資料 (しりょう)等 (とう)送付 (そうふ)して意見 (いけん)もらいたい。
・　誰 (だれ)に対 (たい)してのパンフレットなのか。わかりやすい版 (ばん)の作成 (さくせい)はどうなったのか。⇒（障 (しょう)がい福祉課 (ふくしか)）障 (しょう)がい当事者 (とうじしゃ)、一般 (いっぱん)の方 (かた)双方 (そうほう)に向 (む)けての“わかりやすい版 (ばん)”。今後 (こんご)、検討 (けんとう)していきたい。
・　「“不当 (ふとう)な差別 (さべつ)”、“正当 (せいとう)な理由 (りゆう)”、“合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)の不提供 (ふていきょう)”とはどういうことか、「きちんと説明 (せつめい)を受 (う)けてください。」と記載 (きさい)してほしい。
・　事業所 (じぎょうしょ)も含 (ふく)めた何 (なに)を言 (い)いたいのかわからない人 (ひと)たちのために、説明 (せつめい)してもらえるようにしてほしい。そうすれば条例 (じょうれい)ももっと広 (ひろ)まる。⇒（障 (しょう)がい福祉 (ふくし)課 (か)）パンフレット４ページにある相談 (そうだん)窓口 (まどぐち)は事業所 (じぎょうしょ)からの質問 (しつもん)等 (とう)も受 (う)けつける。表記 (ひょうき)も考 (かんが)えたい。
・　人 (ひと)と人 (ひと)との平等 (びょうどう)があって成 (な)り立 (た)つもの。
・　２ページ目 (め)「様々 (さまざま)な障壁 (しょうへき)」、「～障壁 (しょうへき)」とあるが、もっとかみ砕 (くだ)いた表現 (ひょうげん)にしたほうがよい。
・　経験 (けいけん)からの話 (はなし)だが、直接 (ちょくせつ)住所地 (じゅうしょち)の役場 (やくば)等 (とう)に話 (はなし)をしても相手 (あいて)にされない。表現 (ひょうげん)を変 (か)えてほしい。
・　精神 (せいしん)障 (しょう)がいのある人 (ひと)が、どこへ相談 (そうだん)したらいいのかはっきり示 (しめ)してほしい。⇒（障 (しょう)がい福祉課 (ふくしか)）平成 (へいせい)３０年 (ねん)４月 (つき)から、担当 (たんとう)部署 (ぶしょ)が障 (しょう)がい福祉課 (ふくしか)と分 (わ)かれて、医療 (いりょう)保健部 (ほけんぶ)健康 (けんこう)づくり課 (か)になった。
・　行政 (ぎょうせい)機関 (きかん)の相談 (そうだん)窓口 (まどぐち)一覧 (いちらん)を入 (い)れた方 (ほう)がよい。相談 (そうだん)の蓄積 (ちくせき)、共有 (きょうゆう)を図 (はか)ることが大切 (たいせつ)。⇒（障 (しょう)がい福祉課 (ふくしか)）ページ数 (すう)のことは気 (き)にしてもらわなくても大丈夫 (だいじょうぶ)。
・　そう状態 (じょうたい)のときに、「落 (お)ち着 (つ)いてからにしてください。」など言 (い)われた時 (とき)は、“不当 (ふとう)な扱 (あつか)い”として相談 (そうだん)できるか。⇒（障 (しょう)がい福祉課 (ふくしか)）丁寧 (ていねい)に対応 (たいおう)させてもらいたい。
・　スマホで見 (み)ることができますか。相談 (そうだん)窓口 (まどぐち)など、リンクを貼 (は)ってもらえるとありがたい。短 (みじか)いワード・文 (ぶん)で検索 (けんさく)できるようにしてもらうとありがたい。障 (しょう)がいがあると長文 (ちょうぶん)を打 (う)つのは難 (むずか)しい。⇒（障 (しょう)がい福祉課 (ふくしか)）ホームページ上 (じょう)で引 (ひ)っかかりやすいよう、努力 (どりょく)はしたい。
（３）伊賀 (いが)圏 (けん)域 (いき)くらし部会 (ぶかい)との交流会 (こうりゅうかい)について
　①　くらし部会 (ぶかい)研修会 (けんしゅうかい)
平成 (へいせい)３１年 (ねん)２月 (がつ)８日 (にち)（金 (きん)）１８時 (じ)３０分 (ふん)から、三重県 (みえけん)伊賀 (いが)庁舎 (ちょうしゃ)大会議室 (だいかいぎしつ)において、支援者 (しえんしゃ)を対象 (たいしょう)に行 (おこな)われる。開始 (かいし)時間 (じかん)は変更 (へんこう)の可能性 (かのうせい)あり。１～２時間 (じかん)程度 (ていど)を予定 (よてい)。
[bookmark: _GoBack]　・　当日 (とうじつ)参加 (さんか)できないメンバーの思 (おも)いを伝 (つた)える。
　・　目的 (もくてき)を何 (なに)にするか決 (き)めないといけない。
　・　支援 (しえん)する側 (がわ)とされる側 (がわ)が意見 (いけん)を出 (だ)しあって、よりよい支援 (しえん)を考 (かんが)えていく。今回 (こんかい)は、プロジェクト（畠中 (はたなか)さん）の方 (ほう)から提案 (ていあん)した研修会 (けんしゅうかい)。
・　お互 (たが)いが持 (も)っているモヤモヤ感 (かん)をはっきりさせるきっかけになればいい。
　・　形 (かたち)は、メンバーから思 (おも)いを伝 (つた)えるものや、グループに分 (わ)かれて座談会 (ざだんかい)のようにするとかある。
　・　そもそも、「“交流会 (こうりゅうかい)”を持 (も)ちたいね。」というところから始 (はじ)まっている。
　・　参加者 (さんかしゃ)も少 (すく)ないため支援者 (しえんしゃ)の中 (なか)にメンバーが入 (はい)って、ざっくばらんに話 (はなし)をした方 (ほう)がいい。
　②　くらし部会 (ぶかい)茶話会 (さわかい)について
　・　日時 (にちじ)は未定 (みてい)。プロジェクトメンバーの予定 (よてい)にあわせる。ただし、２月 (がつ)までの“成美 (せいび)”は土 (ど)、日 (にち)。“はなの里 (さと)”は火 (か)、金 (きん)の午後 (ごご)。
　・　対象 (たいしょう)は、本人 (ほんにん)、家族 (かぞく)、支援者 (しえんしゃ)。
　・　プロジェクトとして、参加 (さんか)するかどうか。⇒プロジェクトととして参加 (さんか)したほうがいい。⇒事務局 (じむきょく)からくらし部会 (ぶかい)に「参加 (さんか)する。」と返事 (へんじ)する。
・　参加 (さんか)希望者 (きぼうしゃ)を募 (つの)ればいい。⇒次回 (じかい)の開催 (かいさい)通知 (つうち)で確認 (かくにん)する。
・　“はなの里 (さと)”参加 (さんか)グループは、２月 (がつ)８日 (ようか)の研修会 (けんしゅうかい)と抱 (だ)き合 (あ)わせにしてもらうといい。なるべく早 (はや)いお昼 (ひる)の時間帯 (じかんたい)を希望 (きぼう)する。
　・　“成美 (せいび)”参加 (さんか)グループは、２月 (がつ)１６日 (にち)１４時 (じ)以降 (いこう)を希望 (きぼう)する。



３．これからの内容 (ないよう)について
（１）これからのプロジェクト (ぷろじぇくと)の予定 (よてい)
○平成 (へいせい)３０年度 (ねんど)第 (だい)６回 (かい)プロジェクト (ぷろじぇくと)
・　次回 (じかい)（第 (だい)６回 (かい)）のプロジェクト (ぷろじぇくと)は、平成 (へいせい)３０年 (ねん)１２月 (がつ)１９日 (にち)（水 (すい)）午後 (ごご)１時 (じ)３０分 (ふん)からです。
・　次々 (じじ)回 (かい)（第 (だい)７回 (かい)）のプロジェクト (ぷろじぇくと)は、平成 (へいせい)３１年 (ねん)１月 (がつ)１７日 (にち)（木 (もく)）午後 (ごご)１時 (じ)３０分 (ふん)からの予定です。竹谷 (たけや)さんから「参加 (さんか)したい！」とメンバーに連絡 (れんらく)があり、木曜日 (もくようび)なら都合 (つごう)が良 (よ)いそうです。
・　今回 (こんかい)（第 (だい)５回 (かい)）話 (はな)し合 (あ)いができなかった、松阪 (まつさか)以南 (いなん)の南部 (なんぶ)での地域 (ちいき)開催 (かいさい)と報告会 (ほうこくかい)について、二手 (ふたて)に分 (わ)かれて並行 (へいこう)して検討 (けんとう)する予定 (よてい)です。
・　地域 (ちいき)開催 (かいさい)については事前 (じぜん)に各自 (かくじ)で考 (かんが)えてきてください。
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